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１.はじめに 

 日本では、全国的に空き家が増加傾向にある

ことが問題になっている。総務省が5年ごとに

行う「住宅・土地統計調査」によると、平成25

年10月時点において、全国の住宅総数に占め

る空き家率は13.5%に上り、非常に高い割合と

なった。空き家が増加することで地域の安全、

景観及び衛生が悪化し、地域人口や地域経済の

減少にも繋がっている。 

 

２.研究目的・目標 

 本研究では、NPO法人の立場で、空き家の

放置よって生じる地域環境悪化を抑制するた

めに、地方自治体の支援を目的に空き家を活用

し、地域活性化を図る。 

 

３.先行研究 

 先行研究として、次の項目に関する事例を前

提とする。 

 

(1) 地域ブランドによる観光まちづくり 

 

(2) 空き家対策の最新事例と残された課題 

 

 上記(1)では、「地域性」を活かした地域資

源を活用することで地域経済の活性化を図る

ことを目的としている。地域独自の商品など

を開発し、町並みなどをアピールすることで

他の地域との差異化をはかり、競争優位性を

高めている。市民だけではなく、企業や団体

更には行政等と一体となりまちづくりを推進

していくことが不可欠であるとしている。 

上記(2)は、「問題のある空き家の除却」と

「まだ活用し得る空き家の有効活用」という

二つの方向性の施策について実際の事例をそ

れぞれ分析し、今後の空き家に対する対策に

ついて論じている。 

 

４.現状分析 

4.1空き家数の現状(平成5年から平成25年ま

で) 

 平成25年度時点での国土交通省による住

宅・土地統計調査による総住宅数に占める空き

家及び空き家率は図1のとおりである。 
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図 1 総住宅数、空き家数及び空き家率の推

移 

(出展)国土交通省 平成 25年住宅・土地統

計調査より作成 

 

4.2 空き家の現状 

空き家増加の背景として、住宅を相続等で

取得しても活用及び使用せずに、空き家とな

ってしまうという所有者の事情が挙げられる。

また、下記の図 2のように空き家を放置して

いる理由として、「解体費用がかかる」、「中古

住宅を買う人がいない」などといった状況も

挙げることができる。下記図 3に示すように、

空き家が増加することで、地域の環境に悪影
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響を及ぼす原因となりやすく、安全性・衛生

の悪化、景観への影響がある。空き家が増加

した地域では、地域イメージが低下し、価値

も下がり、地域人口の減少といった地域環境

に繋がることが、空き家を増加させる悪循環

になる恐れがある。 

 

 

図 2 空き家にしておく理由 

(出展)国土交通省 平成 26年度空家実態調査 

 

 

 

図 3 周辺への影響 

(出展)国土交通省 空き家の現状について 

 

５.問題点 

 空き家を放置することにより、地域の安全

性・衛生面が悪化し、景観が悪化することで

地域環境等への影響がある。以上から、地域

イメージが低下し、地域人口の減少にも繋が

り地域が衰退する。 

 

６.対応策 

 対応策は次の通りである。 

(1) コミュニティスペースの導入 

地域の憩いの場を提供することで、多世代

地域住民同士の交流が広がり、地域イメー

ジの向上に繋げる。 

(2) 子育て支援のスペースの導入 

子育てに関する悩みや情報を共有する場

を提供することで、若い世代を地域に呼び

込む。 

(3) シニア世代のコミュニティスペースの導

入 

高齢社会の現代において、シニア世代に新

たな居場所を提供することで、認知症予防

やシニア世代同士の交流を広げる。 

 

７.検証 

 本研究では、ケーススタディ方式を用いて検

証し、統計分析によって検証を深める。 

 

８.おわりに 

 本研究では、空き家が増加することによる地

域環境の悪化を問題点として取り上げ、新たな

地域交流の場として提供することによる空き

家の活用と地域活性化について検討を深めて

いく。 
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